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Adventures of Huckleberry Finn、Jim、Huckleberry Finn、奴隷制
序論
　Adventures of Huckleberry Finn における Jim の人物像の解釈には、対照的な二つの方向性が見ら
れる。まず、ジムが Huckleberry Finn に示す善意や慈愛、あるいは自己犠牲にジムの人物像の本質
を見出す立場がある。この立場を採用する論考としては、(Hoffman 333)、(Jones 162-63)、 (Martin 
62) 、(Nichols 212)、(Shulman 330)、(Smith 105, 115) など多数が挙げられる。他方、保身を念頭に
おいてジムがハックを巧みに利用する在り方に注目し、自己の利益を追求する能力の卓越性にジム
の本質を見出す立場も見られる。この視点からのジムの人物像の解釈を展開している論考として











 Ⅰ  逃亡に対するジムの姿勢
　ハックは pap から逃亡した後に遭遇した逃亡奴隷ジムに、逃亡に関して “the whole thing” (54) を
伝えている。この結果、当然ながら、父親による致死的暴力がハックの逃亡の主因であることをジ
ムは把握する。その後、川面の漂流家屋で目撃した男性死体がハックの父親である事実をジムは
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うとしている1。本場面のジムは、彼の逃亡にとって脅威となる詐欺師 (Robinson, “Characterization” 






1  この婉曲的な手法と並行して、ジムは詐欺師の人格的瑕疵をハックに繰り返し直接指摘している (150, 
168)。
2  ハックは、詐欺師が行なっている詐称（王様と公爵）をジムが盲信していると即断しているが (142, 170)、
このジムに関する判断は妥当性を欠いている。
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発し、それをハックは “I say” と我知らず口走っている (111)。既出の、ジムが敢えて危険を冒して
まで発声した、ハックの人間性への賛辞は、このようなハックの感情の硬化を読み取った上での、















方、旧南部の現実において、逃亡後に捕縛された奴隷に対する処罰は “severe” であり (Campbell 
652, Stampp 171)、“hell” (Dempsey 170) にすら例えられた。具体的には、“lashed without mercy”、 





を問われ、死刑は免れない。さらに、Mississippi 川の 1100 マイルに及ぶ南下によって (292)、自由











　漂流家屋内でハックの父親の死体を一瞥したジムは、ハックに対して、 “ ‘[D]oan’ look at his 
face―it’s too gashly’ ” (62). と述べ、死体の顔を即座に視認していた。その発言直後に、“Jim 
throwed some old rags over him  .  .  .” (62). との描写の通り、ジムは死体を大急ぎで布で覆っている。
ところが、後に所有者の遺言によって自由黒人となったジムは、先の死体と遭遇した際の状況を、
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　その後、星が “happened” の状態なのか、それとも、“made” の状態なのかに関して、ハックとジ
ムとの間に、意見の齟齬が再度生じる (136)。星が “made” の状態にあると考えるジムは、月が星
を生んだと解釈する。これは、確固たる根拠に基づいて “happened” と捉えるハックの世界観と完
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― 奴隷制と Huck への Jim の対応を巡って
る彼の情愛の篤さと、ハックの彼への不誠実さとの落差を効果的に指摘し、ハックから弁解の余地
を完全に奪い去った形で指弾する。今回も、ジムの話術はハックの罪悪感を効果的に刺激し、その
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された後である。しかも伝達された際の状況は、“.  .  .  when aunt Polly and uncle Silas and aunt Sally 
found out how good he [Jim] helped the doctor nurse Tom  .  .  .” (294). と記述され、その伝達をハック
が行ったか否かは不明である。このように、ジムの待遇を改善するハックという構図が読み取れな
い叙述をハックは採用している。ここにも、ジムの救済へのハックの消極姿勢が指摘できる。しか







格を賞賛しながらも (223, 279)、家族の離散を痛切に悲嘆するジムに対する反応が、“I didn’t take 
notice, nor let on” (170). と、極めて冷淡である点だ。その上、ジムの悲嘆を耳にしたハックは、“He 
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の視認を避けねばならない逃亡奴隷の立場を無視してハックは、 “the fool” (92) と罵倒している。さ
らにジムとの論戦の際に、ジムの話術や機転によって敗れたハックは、“[Y]ou can’t learn a nigger 
to argue” (90). と内省し、奴隷は議論には馴染まないと結論付けている。さらには、詐欺師の実情
をジムは把握できているにもかかわらず、その実情を知らせてもジムの理解力を超えるので、無意
味であるとハックは内省している (142, 170)。ハックは一度のみジムの聡明さを認めるが、その際









象付けている (57-58)。他にもジムは、ハックの耳に届く形で、滑稽な発言を連発している (19, 54, 
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